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腹臥位患者の洗髪器具の考案
一シャンプーハットの改良を試みて一
15階東　　○小林　佐藤（ふ）　中川
1　はじめに
　網膜疾患・黄斑部疾患の患者は、術中に軽比重のガ
スやシリコンオイルなどを注入することがあり、その
ような患者は、術後腹臥位安静（Face　Down：以降
FDと略す）となる。眼科の特徴上洗髪について限定
して言えば、通常は、眼に水が入らないよう仰臥位で
行うが、FD患者は、仰臥位をとれない為下向きでの
洗髪となる。その為患者は、患部である眼に水が入る
のではないかという不安を抱いている。医療者側から
見ても、眼が濡れることによる感染予防の為に、患部
汚染はできる限り避けなければならない。
　第15回院内看護研究会で、小児用シャンプーハット
を改良したが、後頸部からの水漏れや破損などの問題
が生じ、現在は使用していない。ガーゼ保護や患者自
身に眼を閉じてもらうなど従来の洗髪方法では、眼が
濡れてしまい、患者から不安の声を聴く事もある。
　そこで今回、できるだけ眼を濡らさず、患者に対し
安楽な洗髪器具の作成を試みたのでここに報告する。
H　研究方法
1．研究期間
　平成9年10月4日目平成9年11月15日
2．対　象
　　20歳以上のFD患者及び15東病棟スタッフ：男性
　16名、女性16名
3．条件
　1）成人用シャンプーハットを改良したもの（図3
　　・　4）
　2）シャンプーの1回量：15㎡
　3）テープの種類：3Mテープ（幅5．2cm×15cm）
　4）メンポガーゼ：6枚（縦7．5cm×横7cm）を両
　　　　　　　　　眼に3枚ずつ2つ折りにして当
　　　　　　　　　て、縦に1カ所テープで止める
　　　　　　　　　　（図1）
　5）時間：初めのすすぎ30秒
　　　　　　シャンプーの洗い流し2分
　6）水量・温度の設定：蛇口に印を付け・水量と温
　　　　　　　　　度が一定になるようにする
　7）病棟備え付けの洗髪台使用
4．方　法
　1）坐位にてFD体位をとらせる。
　2）シャンプーハットを装着し、3の条件に基づい
　て洗髪する。
　3）メンポガーゼの左右の重さを測定する。
2つ折りにした
メンポガーゼ
図1＜メンポガーゼの止め方＞
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　作成にあたり、以前当病棟では、小児用シャンプー
ハットを改良したものを使用しており、今回もそれを
用いて更に改良していく予定であった。しかし、当病
棟の入院患者の9割以上が成人・老人であり、小児用
シャンプーハットの使用ではサイズに限界があり、患
者の多様な状況に対応できないという問題があった。
そこで今回、成人用シャンプーハットを使用し、新た
に改良を試みた。
　改良前の成人用シャンプーハット（図2）は装着し
た際3～12cmのつばのない部分がある。その状態で洗
髪を行っても、後頸部から多量の水が顔に流れてくる。
そこで考案した結果、後頸部にポリエチレン素材の補
助具を作成した。補助具は、シャンプーハットの上側
に着けたもの（図3）と下側に着けたもの（図4）の
2種類を準備した。この改良したシャンプーハットを
使用すれば、後頸部からの水漏れは最小限になるだろ
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うと仮説を立て、実験を行い、以下に得た結果を述べる。
　メンポガーゼ1枚の最大吸収量は20gである為、片
眼60g、両眼120gとなる。
　メンポガーゼの濡れる程度は、男女差（図5・6）
は、男性8．3％～79．1％（平均41．6％）、女性12．5％
～79．1％（平均51．3％）である。
　左右差（図7・8）は、左眼0％～83．3％（平均
51．8％）、右眼0％～83．3％（平均41．4％）である。
左右差の平均を男女別に見ると（図9・10）、男性（左
眼1右眼）46．3％：37．5％、女性（左眼：右眼）57．2
％：45．3％である。
　上下差（図11）は、上側8．3％～75％（平均47．6％）、
下側4．1％～79．1％（平均45．5％）である。
図2〈改良前の成人用シャンプーハット〉
収縮性の
ある布
図3〈上側に補助具をつけたシャンプーハット：上用〉
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図4〈下側に補助具をつけたシャンプーハット：下用〉
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IV　考察
　男女差は、メンポガーゼの濡れた量に大きく差が見
られた。これは今回の実験では、男性の毛髪は15cm未
満の短髪であり、頭部にシャンプーハットがより密着
していた事が第一に考えられる。女性は10cm～肩下以
上の長髪であり、毛髪量も多く、頭皮の間に隙間が出
来、男性に比べ密着性に欠けていたと思われる。更に、
洗い流し時間は男女共条件を2分と統一していたが、
女性は後頸部のシャンプーが落ちにくく、2分の間で
も後頸部を洗い流す時間が長かった為、隙間からの水
漏れが多くなったと思われる。又、シャンプーハット
を装着する際、男性の方が短髪であり、介助者側から
見ても装着し易かったという事も挙げられる。
　左右差は、左側からの水漏れが多い事が分かる。こ
れは、右側は元々付いている収縮性のある布と、ポリ
エチレン素材の補助具で2重になっており、右側の方
が左側より接水性に優れていた為と思われる。左側は、
収縮性のある布のみであり、水の吸収には限界がある。
その為、限界を超えると水が浸透し、水漏れが生じる
と考えられる。左右差を男女別に見ても同様の結果で
あり、左右差に於いては、男女の違いは無関係であっ
た。
　上下差は、男女差や左右差を比較したが、大きな差
は見られなかった。これは、後頸部に付けた補助具の
形が同じであった為と思われる。
　今回の実験では仮説とは異なり、シャンプーハット
から水が漏れてくる結果となったが、全ての人が同じ
頭の形ではなく、使用する看護婦によっても、装着時
に微妙なずれが生じ、シャンプーハットからの水漏れ
を防ぐには限界があると思われる。
　岡田氏は、1）「患者が自分で清潔を保てない場合に
は、看護婦が清潔行動を補助、または代行することに
より、患者が一時的にでも、病気を忘れたり、病人意
識から解放されて、　“さっぱりした”　“気持ち良かっ
た”というような爽快感を得られるようにする必要が
ある」と述べている。FD患者は安静期間が長い為、
洗髪に対する欲求が強い。今回のシャンプーハットは、
密着性に優れ、頭のナ：きさに幅広く対応できるという
利点がある。しかし、ンヤンプーハットの装着に手間
がかかる為、今後も改良の必要があると思われる。
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図5〈上用シャンプーハットの両眼の重さ〉
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図6〈下用シャンプーハットの両眼の重さ〉
（グラム）　　勿男　■女
100
80
60
40
20
　0
藍 ≧ へ
｝
叢
揺
’
詣
、
苓
、
｛
謹
葦
7
i・ 癖
’ ￥
8（人数）
　　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8（人数）
図7〈上用シャンプーハットの左右の重さ〉
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50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0
1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　11　12　13　14　15　16
　　　　　　　　　　　　　　　　　（人数）
図8〈下用シャンプーハットの左右の重さ〉
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図9〈上用シャンプーハットの男女別左右の重さ〉
　　　　蔵男（左）　　■女（左）
（グラム）　　iiiii男（右）　　□女（右）
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図10〈下用シャンプーハットの男女別左右の重さ〉
　　　　笏男（左）　　■女（左）
（グラム）　　iiiii男（右）　　総懸（右）
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図11〈上用・下用シャンプーハットの両眼の重さ〉
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V　まとめ
1．女性よりも男性の方が、上用・下用共に眼が濡れ
　ない。
2．右側は補助具で2重になっている為、水漏れが少
　ない。
3．上用・下用は、ほとんど差が見られない。
4．シャンプーハットの使用により、水漏れを平均
41．4％～51．8％に防ぐ事が出来る。
VIおわりに
　今回私達は、成人用シャンプーハットを改良し、
FD患者にとって安楽な洗髪器具を考案し作成する事
が出来た。しかし、今後更に、装着のし易さや、顔が
濡れない為の工夫に目を向け、改良していく必要があ
る。これからも常に疑問を持ち、前向きに看護に取り
組んでいきたい。
　最後に、この実験に御協力頂いた15東病棟の患者さ
ん、スタッフの方々、及び御指導頂きました病棟スタ
ッフの皆様に深く感謝致します。
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